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〔書評〕

エルマー・R・ライター著　松本誠一訳

ジェット気流（天気にどう影響するか）現代の科学34
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　ジェット気流の発見が，第二次大戦の東京空襲時であ

ることは，大方の気象技術者は知っているが，その時の

詳しい状態が記載されているのは本書が初めてのよう

だ．戦後，わが気象界においても，ジェット気流の解析

や理論，象報技術えの応用などについて，盛んに論議さ

れた時期もあった．最近になって，ジェット気流返り咲

ぎの傾向があらわれ，航空関係はもちろん，一一般天気予

報でも数値予報のかげにかくれてはいるが，その重要性

が認識されつつあるようだ．

　本書の特徴としていえば，ジェット気流を応用気象学

の広い視点からとらえたもので，しかも記述がポピュラ

ーサイエンス方式をとり，わが国気象関係解説書ではあ
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まり見られない斬新さがある．内容はかなり専問的では

あるが，気象関係以外の一般科学愛好者が読んでも退屈

はしないと思う．さらに，この方面の第一人者である松

本誠一氏の訳で，随所にわかり易い訳注が入れられてい

るので助かる．

　ジェット気流の全ぼうを，知らず知らずのうちに与え

てくれるのが本書である．専門の予報技術者の立場から

すれば，「ジェット気流と天気」との関係に多少不満が

残るかも知れないが，本書はより次元の高い啓蒙書であ

ることを知り，読後感のすばらしいことにおどろかされ

るにちがいない．　　　　　　　　　　　（山田　一）
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